
題材名
教材教具名 ビーズ通し　

教科・領域 自立活動・作業学習（個別作業）

考案者・製作者 鈴木 幸恵

必要な物

保管場所 高等部作業室

内容・使い方

・（教師の準備）ビースを通す順（色ごと、数）にカップに入れ重ねておく。
　

・（生徒の活動）１カップずつビーズを通し、カップが空になったら重ねる。

備考
（教材・教
具の工夫
点や配慮
点）

＊出来上がりの模様により、同色のビーズは、１つのカップに入れる。
＊ビーズが無くなったら、次のカップへというルールで、ビーズ通しを行う。
＊安全面の配慮から、テグスに針は使用しない。ひたすら、手でつまんで入れる。
　　　→　根気と忍耐！！
＊ビーズを通していくだけで、規則的な模様が視覚的に見える。
　　　→　やる気満々！！
＊作業＝作品づくり。
　　　→  自信と楽しさ！！！

半透明カップ・・・ビーズを
通す順に入れ、重ねる。

作業台・・・空き箱
にフェルトを貼る。


